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１．調査方法 

   伊方発電所の２次系配管減肉事象に係る点検は、平成２年５月「原子力設備 

２次系配管肉厚の管理指針（ＰＷＲ）」（以下、「管理指針」という。）に基づき   

計画・実施している。                   （添付資料－１） 

このため、今回の調査では、管理指針に基づき、適切な管理が実施されている

ことを以下の観点から確認する。 

 

・ 減肉が発生する可能性のある主要点検部位および減肉傾向のないその他

部位において、偏流発生部位が点検対象部位として漏れなく抽出されてい

ること。 

 

・ 点検対象部位について、点検結果に基づく配管減肉の評価が行われ、適切

な減肉管理が実施されていること。 

 

 

２．調査の実施体制 

  今回の調査は、伊方発電所保修グループリーダーを責任者として、発電所員 

および四電グループ会社社員を中心に実施した。また、本店原子力部員も調査 

作業に参画した。 

 

 

３．調査結果 

（１）これまでの点検状況 

  ａ．点検計画 

配管減肉事象に係る伊方発電所の点検は、管理指針に基づき計画・実施し

ているが、管理指針制定以前については、１号機は昭和５３年、２号機は昭

和５８年の初回定検から、抽気系統および給水系統などの点検を行うととも

に、昭和６０年からは復水系統まで範囲を拡大し配管全般について順次点検

を実施していた。 

 

ｂ．点検対象選定方法 

     ＰＷＲプラントの２次系炭素鋼配管の減肉事象に関して、配管の使用条件

（湿り度、温度、流速）による調査結果および偏流発生部位の調査結果を  

整理したうえ、以下の点検対象部位を選定している。 

 

   (a)主要点検系統 

① 二相流の系統 

湿り度５％以上、温度１５０℃～２５０℃の配管 

ただし、湿り度５％未満の場合でもドレンを巻き込む可能性がある  

系統は、１５０℃以上の配管も点検対象とする。 

 

② 水系統 

温度１００℃～２００℃の配管 
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③ 制御弁下流部および玉型逆止弁下流部については、温度１００℃～

２５０℃の配管も点検対象とする。 

 

   (b)主要点検部位 

     偏流発生部位および下流の２×Ｄを主要点検部位とする。（Ｄ：配管口径） 

 

(c)その他 

     減肉傾向のない箇所についても念のため、偏流発生部位について１０年間 

に約２５％を点検対象とする。 

 

ｃ．点検方法 

定期検査時等に点検対象部位の肉厚測定を実施する。肉厚測定は、ＪＩＳ 

Ｚ２３５５（１９９４）「超音波パルス反射方法による厚さ測定方法」に  

準拠する。 

 

ｄ．点検頻度 

     計算上必要な肉厚になるまでの余寿命を算出し、余寿命が２年以下になる

までに点検を行う。 

     点検結果により、余寿命を再評価し、余寿命が２年以下になるまでに点検

を実施するよう点検計画を見直し、これを繰り返す。 

 

ｅ．余寿命評価手法 

     肉厚測定結果および運転時間の関係から、減肉率を算出し、計算上必要な

肉厚となるまでの時間を余寿命として評価する。具体的な余寿命評価方法は、 

管理指針に従い実施している。 

また、 

・ 点検対象部位の余寿命が２年以下の場合 

・ 点検対象部位の余寿命が２年以上であっても、他社トラブルの反映や 

予防保全対策として点検対象部位近傍の配管を取替える場合 

については、当該部の取替計画を立案し、基本的に耐食性のあるステンレス

材等に取替える。 

 

  ｆ．点検体制 

(a) 四電グループ（当社および関係会社） 

プラントメーカからの点検計画の提案に加え、これまでの点検状況等に

基づく点検計画の策定および点検結果の確認を実施する。 

 

(b) プラントメーカ 

点検の実施、余寿命評価および点検計画の提案を行う。 

 

 

＜偏流発生部位＞ 

制御弁下流部、玉型逆止弁下流部、エルボ、Ｔ管、オリフィス下流部、 

スウィング型逆止弁下流部、レジューサ、曲管 
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（２）調査結果 

    調査方法に基づき調査した結果、肉厚管理の未実施部位はなく適切な管理が

実施されていることを確認した。             （添付資料－２） 

 

 点検対象部位 
肉厚管理 

未実施部位 
備 考 

伊方１号機 ２，５１６ ０  

伊方２号機 ２，３７３ ０  

伊方３号機 ４，２００ ０  

合 計 ９，０８９ ０  

 

また、伊方発電所の至近の定検時に実施した具体的な２次系配管の点検結果 

および余寿命評価等についての代表例を添付資料－３に示す。 

 

 

４．添付資料 

添付資料－１ 原子力設備２次系配管肉厚の管理指針（ＰＷＲ） 

添付資料－２ 配管減肉に係る点検結果 

添付資料－３ ２次系配管点検結果（代表例） 

 


